
周ス本平成24第 10号

平成 25年 2月 14日

スポーツ少年日本部常任委員   各位

スポーツ少年団指導者協議会理事 各位

各スポーツ少年団事務局     各位

体罰等の防止に係る指導の徹底について

時下、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

さて、標記の件について別添写しにより県本部より体罰等の防止に係る指導の徹底につ

いて通知がございました。

つきましては、スポーツ少年団活動においても、子供たちの自主的、自発的な参加によ

り行われるものであることを踏まえ、勝利 (上位)至 上主義等から、体罰等の行き過ぎた

指導に陥ることが決してないように、適切な指導について特段の配慮を併せてお願いいた

します。
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各市町スボーッ少年団本部長 様

山口県スボーツ少年団

本部長 太 口 光

体罰等の防上に係る電ヽの徹底について (通知)

平素より 本県スボーッ少年団活動に多大な御尽力を賜り、深く脇謝申し上げます。
さて 御承知のとおり、大阪市の高等学校において部活動指導の中で体罰が行われ

被告生健が自殺するという痛ましい事件が発生し 連曰報通もなされているところです。
今回の事件を受けて 別添のとおり県秩書委員会がら李稜●べ rI口 等あ

"上

に係る
指導の徹底についてJ通 知がなされているところですが 子どもたちの健全育成に関わ
るスボーツ少年団活動においても同様な取組みが求められます。
つきましては 体罰は子どもたちの人間としての専厳や自専心を著しく4つ ける行為

であることはもとより、スボーツ少年回活動の根幹をなす増導者と子どもたちとの信頼
関係を■なう行為であることを関係者一人ひとりが改めて日餞するよう IB4の 徹底を
お願いします。

また スボーッ少年団活動については 子どもたちの自主的、自発的な参加により行
われるものであることを踏まえ、勝利 (上位)至 上主義等から、体罰等の行き過ぎた指
導に陥ることが決してないように 適切な指導について特段の配=を 併せてお願いしま
す.

記

添付資料

山口来教育委員会教市長通知

「体罰等の防上に係る指導の徹底について師 知)」

山口熙級青庁学校安全 体育課長通知

「望ましい運動都活動の指導の在り方について(通知)J
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各市町教育委員会政青長 様

山口県教能 鎮 会政贅■

体罰等φhiに 係る″球の仕庫について (通知,

このことについては、これまでも機会あるごとに、各学校に対する御指導をお願いして

きだところですが、先股、大阪市の商争学校において部活動指導の中で体罰が行われ 被

な笙従が自設するという痛ましい■l■が発生し、連曰報壇もなされているところです.
つきましては、体口は児童生律の人mと しての単腋や自導.さを著しく●・41ける行為であ

ることはもとより 教育あ根幹をなすunAと 児童生徒との信頼関係を損なう行為である

ことを離 一人ひとりが改めて颯籠するよう、贅管内の各学校に対して 御指導をお願

いいたしま九

とりわけ 部活動にういては、学校菫,活動の一環として 生徒の自主的 自発的な,
珈により行われるもめであることを略まえ、諄刺〈上位)=上主璃等から、本罰等の行き過
ぎた●導に陥ることが決してないよう、適切な

"導
が行われるよつ特2の配きがなされる

よう御指導をお願い1 た`しま九
また、今回の大阪0事案では IE4の 通摯峰 の もヽに生かされなかったことや 体

罰の,場 を他の教議員,見 ていたにもかかわらず ■理凛へめ報告がなされなかったとい

う事実を着まえ、平案の教職員の状況犯嬌や、学技の管理運営体制についても見直し 報

告 連絡 相談の徹底などの詢指導も、併せてお賦いします

なお、増導に当たつては これまで来教委が特蔵 記付した研修資料等を活用し、体罰

の防止はもとより、児童生徒‐人ひとりを大切にした適切な指導の在り方について 敬載

■一人ひとりの自■を強く喚起するよう御留意願います.

く参考資料>

0「 STOP!!体 罰」 (平成19年 4月改lr 界教i委 員会)

0「 よりよい生徒指導に向けて は 業編 4181活動縮 部活動編)J

(平成23年 3月改訂 来漱育委員会)

0「 生徒指導提要J(平 成22■ 3月 文部科学省)

0い 祥事の根絶のためにl― 強

"、

事例椰)」(平成23年 4月 栞教清委員会)



山口来中学校体i連 盟会■

山口彙高等学校体t連盟会長 機

山ロス高等学校野本連盟会長

山口■嗽菫庁学校安全 体青瞑■

菫ましい運動部活動の指導の在り方について (通知)

大阪市内の公立市苺学校における部活動中の体罰について 連日報道がなされてお

りますが 生後に体罰をlllえることは いかなる場合にも絶対に,さ れるものではあ

り■せん。

つきましては 各力
`聾

学校における運動部活動の実施に当たり 平成18年 9月1
5日 付け平 18改 安体第 814'平 18嗽 こ第 772,平 18漱 商第 674'(各

釜薔曹[ζFl:I薔憲:3富:高景:[「喜蓋量薔麟セ《書量を場i:こ繁:薔月
るよう "段 のご熙なをお賦いします。

平 24漱 安 体 第 777,

平成 25年 (2010年)1月 24日

軟■庁学校安全 体市豫 学校体i・班

菫当指導主事 :口 山 古珈

TEL 083-933-4090  FAX 083-92} 873,

屁

体罰年の防上について

(1)常に教育tと しての自党を持って 生徒の理解に努め 人格を尊=して 景
情をもった適17な指導を行うこと,

また、綺合に勝つことや強くすることのみを重,し た体罰年の行き過ぎた指

導を行わないこと.
(2)定 期的に国国会議等を田僣 し 学校全体で部活動に対する共通理解を回ると

ともに 贅質向上のための技内7r`会年を実施するなど 体罰年の未然防上に

努めること。

外31指導者への指導方針の檄薦について

外部指導者についても 臓間等と連携を薔に図りながら 上記1の趣旨を徹底す

ること.
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・411町傲■委員会教育長 様

山口県霰言晏員会豪市長

菫ましい椰活動の指導のをり方について 優如)

争後の

“

活動は 学校教育活動0-環 としてヽわれ 本来 生掟の自主慎0も と一人ひとり
が蜀性を発

"し

艶 実現を図るものであり、とりわけ、運動函雷動にあっては スポーツに興
味とll心をもつ口好の生徒が 教師 輌 門)の 指導を晏けながら自発的 自主的に行うべきも
のであることから 体罰書は政に慎まなければなりません.

しかしたがら 児童生徒の人権を屁雷する体ロポ緻市の場でIrを絶たないのが現状であり、
このたびも 県内の高校延勁1睛 嚇において 俸続が行われるというy^が 発生したことは

極めて迪魃であります。
つきましては 中学故においても同機のll例●が力生しておりますことから A任 下中学校

に下日の■目について改めて周匁され 部活動における癒りな綸導がなされるよう特腱の

"配澪をいただきますようお嵌いします.

諷

1 11準 のなり方

奎毎のAI摯 菫せ策―に 一人ひとりを大切にしたll●を心螢けることが大切である.
(1)棒 罰防上の債蔵

体闘は生催の人間としての導蔵や自

“

心を薔しく事付けることlaもとよう 改青の根幹

を成す秩師と生贅とのに輌関係を損なう行ヽであることを崚めて認識し 生資の合人的な

発達を目
'ま

した指導を,い掛ける理 がある.

ア ltWに沿づた合理的 効果的な活動の他菫を回り 船イ1(上位)至上主義苺から 体
llサ●行き述ぎた指導に決して陥ることのないようにすること

イ 雄座 置立● 特定の哭勢を■時間にわたって保持させるような場合や暴首
`も

―政
的には体Jの一極とみなされるものであることに口意すること

ウ 生徒から,情や意見をよく聰き取る機会を平素からもつよう配慮し 頌間と生徒の機
力体倒0重視や互いの信頼関係の構盛に男めるよう心掛けること

〈2)讚 国 (着諄著)の 不在時におけら安全凛凛への配慮
奎贅の自主的な活動とはいえ 学校雪ヨ下でのr働 でぁることから 公務0で ヽむを得

す■40を轟れる場合には ■の教■に活動内●を■え ,全 確保への配慮を仕頷する等

十分オ菫す黎 がある

また 活動中におけ攣 防止については 平楽から敬底した棄全指導´ 可欠である

嬌間会嬌

学校J本で部活動に対する方針をため 失通した理

“

のもとに部活動の指導に当たるこ
とが大切であり だ翔的に顧同会織を開催する必要がある


